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要　　旨
　日本のアパレル産業は、事業所数および従業員数ともに縮小傾向に歯止めがかからない。バ
ブル経済崩壊後、コスト抑制が働く中、縫製工場は中国等のアジアへ転出し、日本にいる縫製
職人は高齢化が進み、廃業が後を絶たない。そのため、伝統的な多段階の産業構造は維持が困
難な状況にある。そうした中、インターネットを活用した新たなビジネスモデルが登場した。
sitateru（シタテル）や nutte（ヌッテ）のように、インターネットにプラットフォームを作り、
そこで作ってほしい人と作れる人を結びつける仕組みである。こうした新たな取り組みがある
一方、事例で取り上げた kurisumade factoryは広島県の街中に縫い手 3人の小さな工場を開設
した。1着からでも注文を受ける超小規模工場である。
　こうした新たな新たな動きを見ていく中で、アパレル産業の現状と課題を見ていくことが本
稿の目的である。
キーワード：アパレル産業、縫製工場、小規模工場、ファクトリー・ブランド
1 ．はじめに
　本論では、アパレル産業は、衣服製品の製造に関わる事業者と、企画・流通・販売に関わる企
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業によって構成されると定義する 1）。日本のアパレル産業は、ファストファッションの台頭とそ
れに伴うSPAの進展が見られる。海外からの衣服輸入が増加し、日本の伝統的なアパレル産業の
産業構造と流通構造は変化を余儀なくされている。大量生産を前提とした水平的分業では、多様
なメンバーによる複雑で多段階に分業された産業構造が特徴であった。しかし、縫製工場はアジ
アを中心に海外に仕事が流れ、国内に残された工場は、多品種小ロット化、単能機、低賃金など
の厳しい取引条件が求められる等、厳しい状況にある。そのため、職人の高齢化もあいまって、
縫製工場は廃業が増加している。
　このことを産地という視点で見ると、複雑な分業を産地全体で担う産地特有の構造は維持が難
しくなっており、産地内で製品を完結できなくなっている。
　市場の視点から見ると、国内市場は縮小の一途である。安価で次々と新しいデザインが入れ替
わるファストファッションが人気を集め、百貨店内のアパレル店舗は苦戦を強いられている（小
山、2010）。
　こうした状況において、作り手である日本の縫製工場数及び従業者数の減少が著しい。事業所
数及び従業者数は、1990 年代以降、減少の一途をたどっている（片岡、2013）。このことは、衣
服の作り手が減少していることを表しているため、日本でデザイナーやアパレル企業が製品を作
る際に、引き受け手が減少していることを示す。縫製工場は、大手アパレル企業の工場（主に地
方や海外に立地）と、国内での零細な作り手へと二極化が進んでおり、後者は職人の高齢化等に
より、今後増加することは望めない状況にある。
　こうした状況の中、日本では、作り手の減少に対応する新たな動きが出てきている。デザイ
ナーと作り手をマッチングさせる「ヌッテ」や「シタテル」などは、インターネットで「作って
ほしい人」と「作れる人」をマッチングさせる仕組みを提供している。
　また、広島市の kurisumade factoryは、街中に小規模な縫製工場を開設し、他の工場が扱えな
い極めて小ロットの数量の服を作っている。
　本稿では、こうした新しい動きについて紹介し、その現状と課題について考察していく。
2 ．アパレル産業の現状
　アパレル産業の事業所数は1985年には66,174か所、従業者数は約115万人を抱える産業であっ
たが、1990 年代に入るとバブル経済崩壊を契機に事業所数、従業者数ともに減少の一途をたどり、
2010 年には事業所数は 15,902 か所、従業者数は約 30 万人にまで減少している（図 1）。特に縫製
工場は、人件費の安い中国へと急速にシフトし、その結果としてアパレル製品の国産比率は 1990
年の約 50％から 2014 年には約 3％まで減少している。
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　大田（2005）によれば、衣服・その他の繊維製品製造業は、第二次世界大戦後から 1990 年代に
入るまで拡大傾向を維持した。その需要拡大は、1950 年代半ば以降の対米輸出、60 年代後半以降
の国内市場における既製服化によってもたらされたという（pp.140-141）。また太田（同上）は、
1995 年から 2000 年にかけて、規模の大きい事業所が大きく減少したが、これは輸入増加と海外
進出による倒産・廃業の増加、国内工場の縮小・閉鎖のためであると指摘している（pp.142-
143）。
　こうした中、国内での作り手の減少に危機感を抱くアパレル関連業者は多い。特に、大手企業
のように大量発注できる場合は大ロットにのせることができるが、個人や小規模のデザイナーや
アパレル企業の場合は、少量の縫製を依頼できる工場が減少している現状がある。特に、駆け出
しのデザイナーは、自分で縫える数以上の注文を受けた場合、作ることに時間をとられ、次の服
のデザインをする時間がないという悩みを抱えることが多い。そうした、大ロットにのらない数
量、例えば 2着、5着などのきわめて少ない数の場合、作ってくれる工場を探すことに苦労して
いる。
　一方、縫製工場の側は、これまで長い間、注文が来たものを生産する立場であったため、新た
な受注を得るための営業活動に不慣れなケースが多い。したがって、新規顧客開拓には苦戦を強
いられざるを得ない。従業者の高齢化も進んでいるため、海外の研修生に頼っているのが現状で
図 1　繊維産業の事業所数及び従業者数
出所：経済産業省「工業統計」
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ある。
　本稿では以下で、こうしたミスマッチを解消するための仕組みについて考察をしていく。アパ
レル産業における生産分野の厳しい現状を変えていく新たなパワーとなりうるのか。4社の事例
をもとにみていくことにする。
3 ．工場直結ファッションブランド：Factelier（ファクトリエ）
　本章では、made in Japanの工場直結ファッションブランドである「Factelier（以下、ファク
トリエ）」をとりあげる。
3 － 1．会社概要と起業ストーリー2）
　ファクトリエは、2012 年設立のライフスタイルアクセント株式会社が運営するファッションブ
ランドである。本社は熊本県熊本市で、東京都中央区銀座に東京オフィスを構える。代表取締役
の山田敏夫氏は、熊本中央区にある 100 年続く婦人服店の息子として生まれた。店舗と自宅が同
じ建物にあったため、日本製の洋服に囲まれて育った。
　大学時代にフランスに留学し、その間にグッチのパリ店で勤務する経験を得た。そこで同僚に
「日本には本物のブランドがない」と言われたことが人生の転機になったという。日本に古くか
ら伝わる織や染めの伝統や歴史は世界から高い評価を得ているものの、それを活かしてものづく
りをし、日本のブランドとして確立したものがないことに気づかされたのである。パリの 5つあ
るグランサンク３）は工房から生まれたブランドであり、職人が大切にされ、自分たちの商品に誇
りをもち、販売しているという現実を目の当たりにした。そうしたものづくりをベースにした一
流ブランドが日本にないならば、自分が作ろうと決心をして、ファクトリエを設立した。
3 － 2．ファクトリエの事業の特徴
　山田氏は、国内縫製業の数が減少し、アパレル製品の国産比率が低下する中、工場が元気にな
るための事業にしたいと考えた。この産業は多段階構造であるため、顧客やメーカーが低価格な
商品を好めば好むほど、そのしわ寄せは工場に来る。その結果、工場では利益率が悪化し、倒産
や人員削減が続いている。この現状をどうにかしたいと考えたのである。
　この状況を打破していくために、工場と消費者を直接結び付けるファクトリエのコンセプトを
築いた。工場が適正価格で販売し、利益をきちんと上げていくことが重要なのである。
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　ファクトリエは国内 600 以上の工場に足を運び、高い技術や誇りを持つと判断した工場のみと
直接提携し、商品を生産している。こだわっているのは、消費者に適正価格で高品質なmade in 
Japanの商品を提供すること、および工場が自社のこだわりをもって作った商品を、適正価格で
販売できること、の 2点である。ファクトリエのいう工場にとっての適正価格はどのように実現
するかというと、工場が自らの「工場希望価格」を提示することができる仕組みであるという。
これは従来の「小売り希望価格」に従わざるを得ない構造へのアンチテーゼであるといえよう。
　ファクトリエでは、効率的な大量生産とは決別し、ものづくりの非効率な部分に投資をするこ
とをあえて意識している。そこに生まれる付加価値をストーリーとして大切にするということの
現れといえる。また、デザイン面でのこだわりについては、流行を意識しすぎるとすぐに着られ
なくなってしまうため、長く愛着をもって着られるようなベーシックなデザインを心がけている。
　こうした仕組みを通じて、世界に誇れる日本の一流ブランドを作ることを目指している。
　縫製業では、先行きが明るくないこともあり、技術を次世代につなぐ若い人材が不足している。
若い人材が誇りをもって、地元で仕事を続けていくことができることを目指している。
3 － 3．ファクトリエのアパレル産業における存在意義
　山田氏によるファクトリエのコンセプトは、価格や納期等の取引条件で不利な立場にある工場
に対して、適正な価格とものづくりへの誇りとこだわりを発揮してほしいというものである。そ
のため、ベーシックで品質の良さをアピールするデザインを生みだし、このストーリーに共感す
る消費者をインターネットや全国の試着店舗（直営店が 4店、パートナーショップが 7店）を通
じて集めている。工場が本来持っている、丁寧なものづくりの技術を生かしつつ、消費者が求め
ているデザインを提供して一緒に商品を作り上げていくという意識を持っている。
　また、OEM生産をしてきた工場にとっては、自社製品を作る機会は貴重なものであるし、自
ら営業するという経験や余裕がない場合が多い。そうした状況下では、新たな可能性をファクト
リエが広げているということができる。
　課題としては、こうした新たな取り組みに参加できるのは、山田氏が自社の基準でチェックリ
ストをクリアした工場のみであり、新しい取り組みに参加できる意欲や人材、余裕がある工場に
限られている。また、当初は商品の 100%をファクトリエが買い取っていたが、それではファク
トリエが単に商社の役割を果たすのみとなってしまうため、その後、50%ずつの買い取りに変更
した。このことは、工場にとってどの程度の負担になるのか。工場にとっては販売ルートが別途
豊富というわけではないため、このリスクを大きいと考える工場もあるであろう。
　とはいうものの、下請けとして自分の工場の名前を出さないものづくりをしてきた工場にとっ
て、ファクトリエの取り組みが新たな可能性を秘めていることは事実である。
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4 ． デザイナーと縫製工場を結びつける仕組み：「sitateru（シタテル）」と
「nutte（ヌッテ）」
　本章では、デザイナー等が縫製工場を探す際のプラットフォームをインターネット上に作った
企業 2社をとりあげる。
4 － 1．sitateru（シタテル）4）
　sitateru（以下、シタテル）は、2014 年設立のシタテル株式会社が運営する衣服生産のプラッ
トフォームである。本社は熊本県熊本市に立地し、東京支社は東京丸の内と目黒に立地してい
る。従業員数（インターン・アルバイト含む）は約 20 名である。
　事業内容は、様々な国内の縫製工場・生地メーカーと連携し、服を仕立ててほしい人とつなぐ
というものである。縫製工場、生地・資材メーカー、二次加工工房などのデータベースから、注
文者にとって最適な工場で生産する「ジョイント型 SPA」という仕組みである。2016 年、約 100
の縫製従事者と連携してスタートした。
　シタテルは、メゾンブランドやコレクションブランドの生産を手がける技術力の高い工場から
特殊加工技術・特殊ミシンを保有する工場など、全国 300 以上の縫製工場・生地メーカーと連携
してさまざまな衣服生産の要望に答えている。
　例えばシタテルでは、以下の 3つのケースを想定してる。1つ目は「アイテムを小ロットで生
産したい」という要望である。ブランドや小売、セレクトショップ、ネット店舗等でオリジナル
の商品を多品種小ロットで生産したいケースが考えられる。2つ目は「パターンはあるので縫製
だけを発注したい」という要望である。自分で縫うことが時間や技術等の理由により難しい場合
が考えられる。その場合、縫製のみ国内生産で高品質な生産を依頼したいというニーズが存在す
ることになる。そして 3つ目は「自分でブランドを立ち上げたい」という要望である。新しくブ
ランドを立ち上げて、オリジナル商品をいくつか作りたいが、どこにお願いすればいいかわから
ないというケースが考えられる。
　手順としては、シタテルの HPで会員登録をすると、以下のような流れで生産が可能となる
（図 2）。なお、相談の際には、アイテムイメージ、ロット数、予算・希望単価、希望納期を伝え
る。パターンや生地、資材、現物見本などについても、個別に相談できることになっている。取
扱商品は多岐にわたり、素材面ではニットや布帛、皮革なども対応可能であり、アイテムとして
は、アウター、ジャケット、ボトムス、アンダーウェア、小物、帽子など多岐にわたっている。
　シタテルでは「最小ロット数は 50、最短 1ヶ月で衣服を生産できます」と謳っている。これを
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可能とするのは、国内の 1,000 以上の縫製工場をデータベース化し、アイテムごとに最適な縫製
工場とマッチングして生産しているためである。データベースの中でも、特に技術力の高い縫製
工場 200 以上、その他にもパターン、生地、資材、二次加工、仕上げなど独自の強みを持つ工場
と連携しているため、予算・品質・納期への柔軟な対応が可能となっている。
　すぐに稼働できる工場も把握していることから、これまで「単価が高くなる」という理由で実
現が難しかった小ロットでの生産が可能となる。また、独自に縫製工場の縫製レベル、対応可能
アイテム、料金、リードタイム、稼働状況といったデータベースを構築し要望に応じて最適な工
場をマッチングすることで、衣服生産のリードタイムを短縮している。
　シタテルは、この仕組みを「ジョイント型 SPA」とよんでおり、生産管理からパターンの作成、
必要な資材や生地の選定、刺繍やプリントなど衣服生産に必要な工程を必要な分だけカスタマイ
ズできる仕組みを提供している。アパレルやメーカーの要望にあわせて、フレキシブルに衣服生
産をサポートするのが特徴である。
4 － 2．Nutte（ヌッテ）5）
　Nutte（以下、ヌッテ）は、株式会社ステイト・オブ・マインドが運営する、日本の縫製職人
とデザイナー等をマッチングするビジネスである。在職職人は約 1,000 人が登録している。
　「縫製のクラウドソーシング」を名乗り、思い出のある洋服のリメイク、お気に入りの洋服の再
現、そして、アパレルやネットショップのオリジナル商品の製作まで、日本の確かな腕をもつ職
人に依頼できるオンラインサービスを提供している。
　今まで服など作れないと諦めていた人、予算がなく、ロットが少なく作り手が探せなかった人、
図 2　シタテルでの生産の流れ
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ショップオーナーなど、たった 1点から気軽に利用できる仕組みとなっている。例えば、「ライブ
衣装を縫ってほしい」、「アフリカの布があるのでワンピースを作ってほしい」、「気に入っている
上着が生産停止になったので、再現して作ってほしい」といった個人のニーズに答えてくれる縫
製者をヌッテのウェブサイト上で探せる仕組みとなっている。なお、成約した 20％をヌッテに手
数料として支払う仕組みとなっており、ヌッテはそれが収入源となっている。
　作り手は、ウェブサイトで職人登録をしたのち、縫製テストを受け、誓約書を取り交わすと職
人として活動できることになる。
　仕事は、図 3のような流れになっている。
　ヌッテの特徴としては、依頼者がヌッテのサイトを通じて直接職人とやりとりができること、
図 3　ヌッテの仕事の流れ
仕事に
応募する
条件にあう
仕事を探す
サイトから
職人登録する
➡
納品をして
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契約して
縫製する
➡
➡ ➡
《職人の仕事受注》
条件の合う
職人と登録する
依頼したい
仕事を登録する
サイトから
ユーザー
登録する
➡
品物が届く
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ヌッテに支払う
➡
➡ ➡
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職人が技術力に応じて 5段階にランク分け（ビギナー、ブロンズ、シルバー、ゴールド、プラチ
ナ）されること、ヌッテからだけでなく、依頼者からも職人を評価できることが挙げられる。ど
ちらも、安心して依頼者が職人に仕事を頼むための仕組みである。ランク分けのための評価基準
は、①布帛の生地で販売用の製品が制作できるか、②パターンの指示通りか、③ギャザーが均等
に取れているか、④幅が均等に取れているか、⑤縫い目の綺麗さ、⑥仕上がりの綺麗さ、となっ
ている。
　ヌッテの場合は、1着から数十着まで依頼できることが特徴であり、シタテルと比較すると、よ
り小規模で依頼ができるようになっている。また、職人の出自についても、家庭で眠っている縫
製の得意な人が登録できることが特徴である。そうした人材にとって、自分の能力を活かす場と
もなっている。トラブルに関しては、間に会社が入ることでスムーズな解決を目指している。
5 ．街中に小規模ロットの縫製工場を起業：kurisumade factory（クリスメイ
ド・ファクトリー）６）
　本章では、広島市の中心街に小ロット受注専門の工場を開いた kurisumade（クリスメイド）社
の事例をとりあげる。
5 － 1．kurisumade factory の概要
　kurisumade factory（以下、クリスメイド・ファクトリー）は栗栖弘美氏の個人事業
kurisumade（以下、クリスメイド）が運営する工場（広島市中区）である。クリスメイドの事業
内容は、縫製工場開業支援、オリジナル服飾商品企画支援、衣装製作、雑貨販売店経営である。
その中で小ロット専門縫製工場であるクリスメイド・ファクトリーを運営している。
　クリスメイド・ファクトリーでは3つの事業を展開している。1つ目の factoryでは小規模だか
らこそできる小ロット生産を担っており、サンプル作製から量産縫製まで対応している。パター
ン作製、生地・資材の発注も担っている。2つ目の share sewing spaceでは、縫製業務全般のレ
ンタルスペースを提供している。1コマ（3時間）、または 1ヶ月単位での利用契約にて、縫製工
場の機能、空間を自由に使用できるようになっている。そして 3つ目の trainingでは、縫製技術
者育成を行っている。少人数だからこそできる、教え合える環境を提供している。インターン
シップ制度を取り入れ、縫製技術者の育成にも取組んでいる。
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5 － 2．栗栖弘美氏の創業ヒストリー7）
　クリスメイドは個人事業であるため、創業者の栗栖弘美氏の創業ヒストリーを見ていくこと
が、事業の沿革を記すことになる。
　栗栖氏は、母親が趣味で服を作っており、子ども 3人にお揃いの服をよく作って着せていた。
そうした環境にいるうちに、栗栖氏も自分で服を作るようになっていった。小学校の頃から、人
形のリカちゃんの服や、友達のスカートを作ってあげるようになった。中学に入ると、母親が
ロックミシン８）を購入したことや、近所に生地屋ができたことにより、さらに服づくりにのめり
込んでいく。そうして中学の友達の服を作ってあげるようになり、代金を受け取るというくらい
にまで腕を上げていった。
　高校卒業後は、服飾の専門学校に進学した。学費はアルバイトで稼いでいたが、材料費がかか
るので金銭的には厳しかったという。就職する頃は、日本はバブル景気に沸いていた時期であ
り、地元のアパレル企業に就職したが、その会社が入社後 2年で倒産した。その会社にはパタン
ナー志望で入社した栗栖氏であったが、複数ある自社工場をローテーションで回ることになっ
た。工場で現場を見ていくうちに、服作りについて学ぶことが多かったという。また、そこで知
り合った人たちとは今でもつながっている。その会社は人材育成に力を入れており、スピンオフ
でアパレル企業が多数生まれた。
　その後、転職してアパレルの販売職につく。そこではアトリエを作ったりとやりがいを感じて
写真　クリスメイド・ファクトリー
出所：筆者撮影（2017年7月8日）
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いたが、出産を機に退職した。産後は親戚の家（ボトムスを作るメーカー）でデザイン兼パタン
ナーとして働き始めた。OEMのような立ち位置の起業であったため、取引先からアイテムにつ
いての要望を聞き、素材やデザイン提案などをしていた。しかしそこも 5年後に会社をたたむこ
とになったため、再び 29 歳で就職活動をすることになった。
　そして 2000 年、広島の服飾専門学校の講師の仕事を得たのと同時期に、ある企業のアパレル事
業部の立ち上げにかかわることになった。時代はちょうど1980年代のDCブランドから変化して
いたころである。結局、学校の講師は17年間続けることになった。アパレル事業部立ち上げの方
は、大手企業の一部として表参道や代官山に店を出したりと、新たな経験を積むことになったが、
そこも 3年で撤退することになった。
　2003 年、フリーパタンナーとして独立。数社のアパレルメーカーの外注パタンナーとして契約
することになった。
　このように、アパレル企業という共通点はあるものの、様々な職場を経験した栗栖氏は、2009
年、kurisumadeを個人創業することになる。その背景には、専門学校の卒業生が就職できない
という現状を目の当たりにしたことがある。そうした卒業生を育てる場所を作りたかったため、
2012 年、広島市南区にてアトリエ兼雑貨販売店舗『Line』を開店した。
　当初は 2人で工房を構えていた。そして徐々に注文が入るようになると、2人では作るのが追
い付かない状況になる。そこで、以前の仕事で知り合った工場に電話をしてみたところ、すでに
廃業していた。福山市に協力工場があったものの、広島市内から 1時間かかることと、材料・副
資材がそのあたりには売っていないため、すぐに対応することが難しかった。
　そこで 2014 年、広島市中区にて街中の小規模縫製工場 kurisumade factoryを開業した。場所
は市内の好立地のビルの 3階で、窓が大きく日当たりもよいが、エレベーターがなく、借りてが
なかなかつかなかったため、安価な家賃で借りることができた。
　栗栖氏は、同年（2014 年）に、第 21 回ひろしまベンチャー助成金に応募し、育成賞（個人事
業の部　金賞）受賞している。
　そして 2015 年、第 4回 DBJ（日本政策投資銀行）女性新ビジネスプランコンペディションの
ファイナリストに選ばれることになる。こうした授賞をすることで、自治体や金融機関が栗栖氏
のビジネスを理解してくれるようになったという。それまでは、工場というと下請け企業という
イメージが強かったため、「街中小規模工場」というビジネス・モデルを理解してもらうのが難し
かったのである。
　このように、子どもの頃から服づくりに関わってきた栗栖氏であるが、複数のアパレル企業で
の様々な経験や、服飾学校の講師としての経験を活かし、新たなビジネスモデルである、クリス
メイド・ファクトリーを創業するに至ったのである。
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5 － 3．クリスメイド・ファクトリーの特徴
5－ 1－ 1．1着から受注可能な少量生産
　クリスメイド・ファクトリーの特徴は、何といっても1着から注文ができる少量生産であろう。
サンプルのみも受け付けている。したがって、依頼主はデザイナーが多い。また、広島だけでは
なく東京も含めた各地からも注文がくるという。それだけ、他で 1着から作ってくれて品質が確
かな工場が希少なのだといえる。作る側からすると、他に競争相手が多くないため、価格は自分
の意志でつけやすい。他に参考にするところがないので、自分で価格設定できるのである。その
ため、価格競争に巻き込まれることとは無縁である。サンプルは通常価格の 3倍の値段を取って
いる。
5 － 1 － 2．人材
　工場の内部の方に目を向けると、縫製は3人で行っている。栗栖氏が専門学校の卒業生の中で、
一緒に働けそうな人材を連れてきたのである。3人で縫製すると、それぞれ得意な分野が出てく
るので、分業がしやすくなったり、その時の都合（生地やボタンの在庫がない時など）により、
一度それを置いておいて、他の服に取り掛かることができるなど、柔軟性をもって対応できるこ
とである。また、飽きてくると生産性が落ちるので、少しずつ色々なデザインものに取り組める
こともメリットである。大ロットでラインが決まってしまうものの場合は、それはラインを止め
ることになるので、難しい。
　縫製の技術は、色々なことをやっていく中で上がっていく。徐々に経験を積む中で、得意分野
が分かってくる。裾を丁寧に縫うのが上手な人、アイロンが得意な人、仕事が速い人、仕事が丁
寧な人などのように、それぞれの個性が出てくるのである。クリスメイド・ファクトリーでは、
少量の注文なので、その都度、自分がどの部分を担当するのかを決めることができるのが特長で
あるといえよう。
5 － 1 － 3．他社との連携：八橋装院株式会社9）
　八橋装院株式会社（以下、八橋装院）は、広島県広島市に立地する 1961 年創業、従業員数 35
名の縫製企業である。これまでイッセイミヤケやコムデギャルソンなどの一流ブランドの OEM
生産を行ってきたが、2013 年からファクトリー・ブランドの商品企画提案・販売も行っている。
　クリスメイド・ファクトリーは、自社では受けるのが難しい部分については、八橋装院に仕事
を回すこともある。八橋装院は、クリスメイド・ファクトリーより規模の大きい工場で、機械や
ミシンなどの設備が充実している。1階では生地の裁断を機械で行っている。注文が入ると、必
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要なら CADで修正し、PCに落として機械で裁断をしている。クリスメイド・ファクトリーに
データで注文が入った場合は、この機械を持っていないので、八橋装院に仕事を回すようにして
いる。反対に、アナログなデザイン画等の注文の場合は八橋装院からクリスメイド・ファクト
リーに仕事が回ってくることもある。また、ボタンホールをあける専用のミシンは 1台 200 万円
程度するので、八橋装院で担当してもらうこともある。
　2013 年から展開しているファクトリー・ブランドの FUKUNARYでは、2014 年からは、バス
ケットボールやバレーボールの素材メーカーMIKASA社とのコラボレーションが実現し、ボー
ルの生地を使ったカバンや小物を企画生産販売して、注目を集めている。新しい素材なので、縫
製面では苦労が多かったとのことであるが、ミシンを改良したりして徐々に作りやすくしていっ
た。これらは、ストーリー性の高い商品として注目を集めている。
　これらの商品は、東京の企業にも卸している。価格が高いので、展示会などでは、ストーリー
が必要となってくる。素材のことや、made in Hiroshimaであることを説明した上で、それでも
「高い」と言われることも多いが、分かってくれる人は買ってくれるという。このラインの商品
は、企画生産はすべて一人の男性社員が担っている。工場の3階が FUKUNARYの生産の場所と
なっている。この社員は、もともとデザイン性の高いことが得意だったこともあり、商品開発か
ら生産まで、すべてを任されている。
写真　FUKUNARYの商品
サッカーボール生地の商品 バスケットボール生地の商品
筆者撮影 会社のHPより引用
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　この会社の事例から、OEMとしての歴史が長く、技術蓄積のある縫製工場は、自らブランド
を立ち上げ、ファクトリー・ブランドとして尖った特徴のある商品を生み出すことで、他社との
差別化がはかられることが分かる。
　栗栖氏と八橋装院の二代目社長の高橋伸英氏は、縫製業界の現状に対する考え方が共通してい
る部分があり、こうした協力が実現している。縫製を仕事にしたい層は、常に一定数いるのだが、
彼（女）等が働ける場所があり、きちんと生活できるだけの収入が得られる場所が増えていくこ
とを二人ともに望んでいる。
　そのためにも、栗栖氏は、あえて街中に工場があることが大切だと強調する。縫製を仕事にし
たい人達は、地方に行かなくても、親元でも通勤できる場所の方が利便性が高い。また、服を作
るのに必要な資材・副資材が近くにあることが望ましいことが、短納期を実現する上で重要であ
ることは言うまでもないだろう。
4．考察
　本稿ではまず、縫製業界が事業所数や従業者数の減少に直面する中、小ロットの作り手不足が
深刻であることを指摘した。そうした中で、インターネットを活用した新しいビジネスモデルで
ある、マッチングのサービスを提供する企業を紹介した。シタテルとヌッテは、規模は違うもの
の、作り手とデザイナーを結びつけるという意味では共通点がある。
　ただし、こうしたサービスにも課題は今後出てくると考えられる。人気のある工場は常に忙し
く、利用できる工場は品質が満足できるものではないという現状を聞くこともある。また、縫製
の現場では、日本人の縫製者の減少に歯止めがかからず、アジアからの研修生が増加しており、
彼（女）達に頼らざるを得ない状況も事実である。
　そのため、街中に工場を設置したクリスメイド・ファクトリーは、今後もこうした小規模街中
工場を増やすべく、「小さい縫製工場」開業支援プログラム説明会を行っている。自治体や大企業
も聞きに来ることがあるという。栗栖氏のノウハウを提供することで、縫製者のやりがいのある
働く場を増やし、縫ってほしい人たちには、依頼できる作り手が増えることが実現する可能性を
秘めている。
　縫製産業は国内では縮小傾向にあるのが現状である。新たな仕組みで、流通の流れを徐々に変
化させていくことになるのか。消費者の価値観も変わる中で、作り手側の仕組みも変化していく
ことが予想される。
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注
１）経済産業省製造産業局（2016）。
２）ファクトリエについては、HPを参照した。
３）パリの 5つの老舗ジュエリーブランド。
４）シタテルについては、HPを参照した。
５）ヌッテについては HPを参照した。
６）kurisumadeの栗栖弘美氏には、2017 年 7 月 8 日の広島の工場訪問、8月 4日の東京での「小さい縫
製工場説明会」、およびメールでのやりとりを含め、インタビューを複数回行った。
７）創業ヒストリーについては、主に 2017 年 8 月 4 日のインタビューに基づく。
８）ロックミシンは、布の端がほつれないようする「かがり縫い」や、伸縮性のあるニット素材の縫い合
わせが得意なミシンのこと。
９）八橋装院株式会社については、2017 年 7 月 8 日、栗栖氏と共に訪問し、工場見学をしたことがベー
スになっている。
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